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「すべての人に宣べ伝えよ」

（マルコ13:5-13）

挽地茂男
2019.5.19 日本基督教団千歳丘教会

先週からこの夏の講演会に講師

としてお迎えする

樋野興夫先生（ひ

の おきお、1954年

-）のことを少しず

つお知らせしてお

りますけれども、朝日新聞の５月

１２日の「天声人語」が樋野先生

のことを取り上げておりす。受付

のテーブルにも用意させて頂きま

したが、読ませて頂きます。〔読

む〕樋野先生の言葉は、がんを適

切に治療しつつ、がんを単なる異

物や悪者として駆逐することだけ

を考えるのではなくて、がんと自

分が共存することを説きます。そ

して生かされているその生命を、

外に向かって人々のために用いて

いくことを奨励するのです。樋野

先生は、吉田富三などがん研究の

先人たちの他に、南原繁、新渡戸

稲造、内村鑑三、

矢内原忠雄とい

った信仰者であ

り同時に日本の

リーダーであっ

た人々から大き

な影響を受けた

キリスト者です。特に新渡戸稲造

には敬愛の念を強くもっておられ

るようで、『われ

２１世紀の新渡

戸とならん』と

いう本が出版さ

れています。現

在「がん哲学」

関係の本は２５

冊出版されていますが、その中に

は『こころにみことばの処方箋』

(2015)といったタイトルからも分
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かるように、先生の発言には聖書

の言葉や思想・発想が直接・間接

に著作の随所に出てきます。

先生の著作の中に『人生から期

待される生き方』

(2017)という本が

ありますが、がん

患 者 と そ の 家 族

が、がんという病

気にどのように対

処すればよいのか

を、がんとの向き合い方、最も大

切なこととして、人生に対する考

え方の枠組みの転換の仕方につい

て穏やかに語っていきます。この

本の表題になっている「人生から

期待される生き方」という発想は、

もともとフランクルの『夜と霧』

という本の中に出てくる発想で

す。フランクルは第二次世界大戦

中アウシュヴィッツ収容所に収容

された精神科医です。そこでは絶

望の果てに、栄養失調と過酷な労

働の末に人々が毎日死んでいく。

人生には何も期待することができ

ない。絶望そのものを絵に描いた

ような日常。そのような中でフラ

ンクルに精神の大転換、彼が言う

「コペルクス的転換」が起こりま

す。問題は「我々が人生に何を期

待できるかではなく、人生が我々

に何を期待しているか」というこ

とだ、という真理

に 行 き 着 く の で

す。そして今生か

さ れ て い る 人 生

を、その生命を懸

命に、自分のため

に、人のために行

き始めるのです。

樋野先生の『「今

日」という日の花

を摘む』(2016)や

『いい人生は、最

期の5年で決まる』

(2017)や『人の心

に贈り物を残して

いく』(2017)とい

った本は、がんを

発症した患者さん

が、自分とがんと

を二つの定点(中

心点)とする楕円

を作って、がんと共存しながら、

与えられた、しかも限りある生命

を、楕円の外に向かって力強く生

きることのできる可能性を示し、

そう生きることを勧めます。〔先

生は「悩んでいるのは１日１時間

で十分。それ以上悩んでも何も良



- 3 -

いものは出てこない」として、患

者さんにボランティアをするよう

にさえ勧めます。〕

わたしたちは今マルコによる福

音書の１３章を読んでいます。本

日の箇所である５節から主イエス

の「黙示的説教」が語られます。

この箇所は「小黙示録」と呼ばれ

ていて、小さくても黙示録ですか

ら、世界の終わりが語られます。

そして、その世界の終わりは、次

の１４章から始まる受難物語の描

く主イエスの生涯の終わりと二重

に重なり合います。「小黙示録」

は二重に重なり合いながら、受難

物語の背景を形作ります。さてマ

ルコ１３章５－８節。主イエスは世

の終わりの前兆について語り出しま

す。

13:5 イエスは話し始められた。

「人に惑わされないように気をつ

けなさい。13:6 わたしの名を名

乗る者が大勢現れ、『わたしがそ

れだ』と言って、多くの人を惑わ

すだろう。13:7 戦争の騒ぎや戦

争のうわさを聞いても、慌てては

いけない。そういうことは起こる

に決まっているが、まだ世の終わ

りではない｡13:8 民は民に、国は

国に敵対して立ち上がり､方々に

地震があり､飢饉が起こる｡これら

は産みの苦しみの始まりである。

主イエスの「黙示的説教」は「気を

つけなさい」(ギリシア語の本文)と

いう言葉から始まります。この「気

をつけなさい」(blevpete)という言葉

は、主イエスの「黙示的説教」を構

成している、キーワードなのです。

５節と９節と２３節と３３節に出

てきます。つまり本文をよく観察

してまいりますと、主イエスは世

の終わりのことを語りながら、再

三再四、弟子たちに「気をつけて

いなさい」と注意を呼びかけてい

るのが分かりま

す。そして、そ

の注意は、二つ

の内容にまとめ

ることができま

す。

一つは、偽キ

5-6 編集(＋伝承) blevpete

7-8 黙示的資料

9-13 編集(＋伝承) blevpete

14-20 黙示的資料

21-23 編集(＋伝承) blevpete

24-27 黙示的資料

28-37 編集(＋伝承) blevpete
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リストや偽預言者の偽りの教え、

つまり邪説に「気をつけていなさ

い」と注意を促します。もう一つ

は「苦難と忍耐」について、つま

り終わりの日が来るまでには必ず

迫害と苦難が襲ってくるが、信仰

を堅くもって、それに耐えるよう

に「気をつけていなさい」と、語

っているのです。そのために「気

をつけていなさい｣という言葉――

すなわちギリシア語の blevpete

(ブレペテ）という〔英語のwatch
にあたる〕言葉――が連呼されて

いるのです。今、読みました１３

章の①５節。「人に惑わされない

ように〈ブレペテ〉気をつけなさ

い。私の名を名乗る者が大勢現れ、

『私がそれだ』（ !Egwv eijmi＝私が

キリスト[メシア]だ)と言って多

くの人を惑わすだろう……」。さ

らに②９節を見ますと、「あなた

がたは自分のことに〈ブレペテ〉

気をつけていなさい。あなたがた

は地方法院（サンヘドリン）に引

き渡され、会堂で打ちたたかれる

……」。さらに③２１－２３節。「そ

のとき、『見よ、ここにメシア（＝

キリスト､原語 oJ Cristov"）がいる』

『見よ、あそこだ』と言う者がい

ても、信じてはならない。偽メシ

ア(キリスト)や偽預言者が現れ

て、しるしや不思議な業を行い、

できれば、選ばれた人たちを惑わ

そうとするからである。だから、

あなたがたは〈ブレペテ〉気をつ

けていなさい。一切の事を前もっ

て言っておく。」そして４つ目の

〈ブレペテ〉が④３３節に出てき

ます。〈ブレペテ〉気をつけて、

目を覚ましていなさい。その時が

いつなのか、あなたがたには分か

らないからである｡｢気をつけてい

なさい」にプラス「目を覚まして

いなさい」が付加されて｢気をつ

けて、目を覚ましていなさい｣と

注意を呼びかける警告･勧告の調

子がより強くなっています。

実際、この１３章は黙示文学的

な表現やイメージをたくさん使っ

ていますが、むしろ非常に警告的

性格あるいは勧告的性格が強い文

書なのです。ある新約学者(C.H.
ドッド)は、この部分を、黙示的

用語を用いた主イエスによる「勧

告的説教（hortatory address) 」
と呼んでいます。つまり黙示録の
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もつ終末的な緊張感を背景にし

て、今生きている時がどんな時で

あるのかに「気をつけていなさい

／目を覚ましていなさい」と警告

・勧告を発しているのです。

実はこの「小黙示録」は、黙示

録に頻繁に出てくる戦争や、地震

や、飢饉や、自然の異常現象や、

天体の破壊といった黙示文学的・

終末的なイメージを繰り返し語り

ます。がしかし、この「小黙示録」

は、終末の時期(カレンダー)やそ

の前兆にこだわる黙示録の思想圏

内には、実は、もはや立っていな

いのです。この福音書を書いたマ

ルコの視野の中には、当時すでに

進行中の「ユダヤ戦争」(66-70A.

D.)が入っていると考えられます。

つまりマルコは、戦争のうわさと

終末の到来を直結させることによ

って生じる危険性に警告を発して

ユダヤ戦争の末期７０Ａ.Ｄ.,ローマ軍によるエルサレム破壊

いるのです。７－８節。

13:7戦争の騒ぎや戦争のうわさを

聞いても、慌ててはいけない。そ

ういうことは起こるに決まってい

るが、まだ世の終わりではない。

13:8 民は民に、国は国に敵対し

て立ち上がり、方々に地震があり、

飢饉が起こる。これらは産みの苦

しみの始まりである。

戦争の混乱や騒擾の中で、襲って

くる迫害と苦難によって忍耐が限

界に近づくとともに、偽キリスト

や偽預言者(v.5-6,21-23）が信仰

者にとってどれほど脅威になるか

は、想像に難くありません。信仰

者も偽りの教えに望みを託し、真

に信ずべき方を見失ってしまう可

能性があるのです。マルコは、そ

のような終末的な緊迫感を背景に

しながら、神の民に向かって、主

イエスの言葉をなげかけるので

す。「気をつけて、目を覚まして

いなさい。」

偽キリストは「『わたしがそれ

だ』と言って、多くの人を惑わす」

と言われています。この「わたし

がそれだ」(!Egwv eijmi エゴー・エ

イミ。英語では“I am”)という

言葉は、神さまが人に自分を顕す

ときに使われる言葉(神の顕現定
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式)なのです。例えば、出エジプ

ト記３章１４節で神がモーセに自

らを顕す場面をギリシア語訳(70

人訳)旧約聖書で見てみると、こ

うなっています。出3:14 神はモ

ーセに、「evgw, eivmi エゴー・エイミ．

わたしはあるという者だ」と言わ

れ、また、「イスラエルの人々に

こう言うがよい。『わたしはある』

という方がわたしをあなたたちに

遣わされたのだと。」

福音書でも(主イエスが特別な場

面に姿を現すときの)顕現定式と

して使われます。(1) マルコによ

る福音書６章５０節(マタ14:27∥

ヨハ6:20）で、主イエスは、嵐の

湖を歩いて弟子たちの乗っている

舟に近づきます。弟子たちは幽霊

だと思い恐怖にとらえられます。

その場面で主イエスの口から、こ

の言葉が語られます。６章５０節。

マコ 6:50 皆はイエスを見ておび

えたのである。しかし、イエスは

すぐ彼らと話し始めて、「安心し

なさい。evgw, eivmi (新共同訳「わた

しだ」) 。恐れることはない」と

言われた。また(2)マルコ１４章

６２節(ルカ22:70)では、裁判の

席で大祭司の「お前はほむべき方

の子、キリストなのか」という審

問の言葉に対してこう答えます。

マコ14:62 イエスは言われた。

「evgw, eivmi (新共同訳｢そうです｣)。

あなたたちは、人の子が全能の神

の右に座り、／天の雲に囲まれて

来るのを見る。」さらに、

(3)ルカ２４章３９節では、復活

した主イエスが弟子たちに現れる

(復活顕現)場面に出てきます。

ルカ24:39 わたしの手や足を見な

さい。まさしく evgw, eivmi (新共同

訳「わたしだ｣)｡触ってよく見な

さい。亡霊には肉も骨もないが、

あなたがたに見えるとおり、わた

し に は そ れ

がある。

わ た し た ち

が 今 日 読 ん

でいる(4 )

マ ル コ １ ３

章６節(マタ20:15／ルカ21:8)で

も同じ使い方がされています。神

や神に等しい存在が現れるときに

使われる表現(evgw, eivmi)が使われ

ているのです。マコ13:6 わたし

の名を名乗る者が大勢現れ、『evgw,

eivmi(新共同訳｢わたしがそれだ｣)』

と言って、多くの人を惑わすだろ

う。〔ちなみに並行個所のマタイ

福音書24:5は VEgw, eivmi o` Cristo,j
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｢わたしがキリストだ｣と｢キリス

ト」という言葉を補っています。〕

「戦争の騒ぎや戦争のうわさ」

が人々の心を揺さぶります。「民

は民に敵対して立ち上がり」(v.8)

民族紛争が頻発します。さらに、

国際紛争が勃発し「国は国に敵対

して立ち上が」るのです。そして

地震や飢饉といった自然災害が人

々の生活を破壊します。このよう

な戦争(戦乱)や自然災害の勃発と

終末の到来を直結させることによ

って増大する切迫感の危険性に、

(マルコの)主イエスは警告を発し

ているのです。このような社会的

大混乱（アノミー）に襲われると

き、偽キリスト(＝偽りの救い)へ

の傾斜が加速するのです。

しかし主イエスは言われます。

「これらは産みの苦しみの始まり

である」(v.8)。わたしたちは「産

みの苦しみ」の「苦しみ」に気が

取られて、それが新たな誕生に向

かっていることをなかなか理解で

きません。キリストの苦難（十字

架）は「救い」ための産みの苦し

みでした。救いは「復活」ととも

にその完成が高らかに宣言された

のです。戦争の混乱や迫害と苦難

の中で、つまり終末的混乱の中で

信頼すべきものは何でしょうか。

それはキリストの言葉です。１３

章２３節で主イエスはこう言われ

るのです。「一切の事を前もって

言っておく。」主イエスが語られ

た言葉、生前に語られた言葉、今

も聖霊を通して語られる言葉、み

言葉をたよりに、わたしたちは、

まことの羊飼いであり、教会と共

におられる(evgw eivmi)キリストの

後に従って行くのです。

２つ目の「気をつけていなさい」

が９節に出てきます。９－１３節。

13:9 あなたがたは自分のことに

気をつけていなさい。あなたがた

は地方法院に引き渡され、会堂で

打ちたたかれる。また、わたしの

ために総督や王の前に立たされ

て、証しをすることになる。13:1

0 しかし、まず、福音があらゆる

民に宣べ伝えられねばならない。

13:11 引き渡され、連れて行かれ
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るとき、何を言おうかと取り越し

苦労をしてはならない。そのとき

には、教えられることを話せばよ

い。実は、話すのはあなたがたで

はなく、聖霊なのだ。13:12 兄弟

は兄弟を、父は子を死に追いやり、

子は親に反抗して殺すだろう。13

:13 また、わたしの名のために、

あなたがたはすべての人に憎まれ

る。しかし、最後まで耐え忍ぶ者

は救われる。」

明らかに迫害と苦難の日がやっ

て来ると語られています。しかし

その困難の時は、同時に証しの時

だとも言われています(v.9)。証

言(martuvrion) のために連行され

て、地方法院（サンヘドリン）や

会堂で罰せられ、さらに総督や王

の審きを受ける。しかしその苦難

の時こそ、福音を証する機会でも

あるのです。証言する(marturevw)

という言葉から、証言者とか証人

(martuv")という言葉が派生してき

ま す 。 そ し て 後 に こ の 証 人

(martuv")という言葉は、キリスト

教の世界では「殉教者」を意味す

る言葉になりました。主イエスは

こう言われます。「わたしの名の

ために、あなたがたはすべての人

に憎まれる」(V.13)。キリスト者

が人々の憎悪の対象となる時が来

るのです。「兄弟は兄弟を、父は

子を死に追いやり、子は親に反抗

して殺すだろう」(v.12)。家庭に

亀裂が生じます。証言は、兄弟の

間に、親子の間に、死さえもたら

す、と明言します。

言語に絶する苦難がキリスト者

を襲うとき、その時こそ、キリス

ト者は「聖霊の助け」をリアルに

経験することになります。それは、

彼／彼女がキリストの証人(証言

者)として立っている証拠です。

「引き渡され、

連れて行かれる

とき、何を言お

うかと取り越し

苦労をしてはな

らない。そのときには、教えられ

ることを話せばよい。実は、話す

のはあなたがたではなく、聖霊な

のだ」(v.11)。証人(証言者)が語

るべきことは、聖霊が教えてくだ

さるのです。旧約聖書では、殉教

者のような特別な人々に、特別な

時に、例えば裁判の場において、

特に驚くべき信仰の表明に対して

聖霊が送られます。しかし新約聖

書では、聖霊は、教会の全員に与

えられており、信徒の特に奇跡的
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とは見えない日常的な生活の中の

表現も、聖霊によって支えられる

のです。そしてこの小さな証言が

世界宣教につながるのです。

マルコにとって、全世界に福音

を宣べ伝えることは中心的な重要

事項であったのです。①４章３０

－３２節。「4:30 更に、イエスは

言われた。『神の国を何にたとえ

ようか。どのようなたとえで示そ

うか。4:31それは、からし種のよ

うなものである。土に蒔くときに

は、地上のどんな種よりも小さい

が、 4:32 蒔くと、成長してどん

な野菜よりも大きくなり、葉の陰

に空の鳥が巣を作れるほど大きな

枝を張る』」。そして②１１章１７

節「11:17 そして、人々に教えて

言われた。「こう書いてあるでは

ないか。『わたしの家は、すべて

の国の人の／祈りの家と呼ばれる

べきである。』ところが、あなた

たちは、それを強盗の巣にしてし

まった」。そして③１５章３９節

「15:39 百人隊長がイエスの方を

向いて、そばに立っていた。そし

て、イエスがこのように息を引き

取られたのを見て、「本当に、こ

の人は神の子だった」と言った」。

十字架の刑を執行したローマ兵

が、信仰を告白します。世界宣教

はもう始まっているのです。主イ

エスの苦難が、ローマ兵の信仰告

白へとつながったように、信徒の

経験する迫害と苦難は福音を世界

に広げる一つの契機としてとらえ

直されているのです｡そして新た

な信仰の次元が､苦難とともに、

開示される日がやがて訪れるので

す｡｢最後まで耐え忍ぶ者は救われ

る」(v.13)。

繰り返しますが、マルコによる

福音書１３章の「小黙示録」は世

界の終わりを語ります。終わりに

際してわたしたちは、「気をつけ

なさい」と呼びかけられています。

「小黙示録」は「気をつけなさい」

と語りかけることによって、わた

したちの生き方を、世界の終わり

との関係において「終わりから今

を生きる」ように迫っているので

す。（終わりを意識して今を生き

るように迫っているのです｡)「小

黙示録」の語る「世界の終わり」
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と「主イエス・キリストの生涯の

終わり」が二重に重ねられ、そこ

に、わたしたちの(確実に終わり

が待っている)「終わりある生涯」

とが三重に重ねられた時、わたし

たちは、この「小黙示録」のメッ

セージの深みに近づきます。

最初に紹介した樋野興夫先生が仰

る｢がんという病と共存する生き

方｣は｢自分の人生の終わりを静か

に受け止める」生き方に通じます。

しかし自分の終わりを静かに受け

止めた人こそが、主体的・能動的

に人生を生き始めるのです。人生

の断捨離､どうでもいいものを捨

てて､優先順位を徹底的に変更す

ることによって、自分の人生で最

も大切にするべきなものに向かっ

て能動的に働き

かけを開始する

のです｡そのとき

彼／彼女は、病

気ではあっても

病人ではなくな

るのです。

樋野先生の本の中に『種を蒔く人

になりなさい』(2019)という本が

あります。その中に星野富弘さん

の詩が引用されています。この様

な詩です。「いのちが一番大切だ

と思っていたころめ／生きるのが

苦しかった。いのちより大切なも

のがあると知った日／生きている

のが嬉しかった」という詩です。

自分という焦点(定点)とがんとい

うもうもう一つの焦点(定点)、こ

の二つの焦点(定点)によって形作

られる楕円としての人生。がんの

患者さんが、終わりを意識しつつ、

能動的に、楕円の外に向かって言

葉や行いの小さな種を蒔き始める

のです。自分の生命が、その生命

より大切なものに繋がって行くの

です。蒔かれた種はやがて別の生

命を生みだし、他人を生かすもの

となるのです。

福音宣教とは何か大仰なキャン

ペーンを仕掛けることとは違いま

す。わたしたちも、がんではなく

とも何かとすぐに解決できない問

題や課題を抱えているものです。

そんな問題や課題と共存しつつ、

キリストを信じて生きる喜びを、

小さな愛の業に託して、福音の種

として蒔き続けることなのです。

今与えられている時をかけがえのな

い時として自覚し、新しい一週間も

歩んでまいりたいと思います。祈

りましょう。

2019.5.19 日本基督教団千歳丘教会
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13:5 イエスは話し始められた。

「人に惑わされないように気をつ

けなさい。

13:6 わたしの名を名乗る者が大

勢現れ、『わたしがそれだ』と言

って、多くの人を惑わすだろう。

13:7 戦争の騒ぎや戦争のうわさ

を聞いても、慌ててはいけない。

そういうことは起こるに決まって

いるが、まだ世の終わりではない。

13:8 民は民に、国は国に敵対し

て立ち上がり、方々に地震があり、

飢饉が起こる。これらは産みの苦

しみの始まりである。

13:9 あなたがたは自分のことに

気をつけていなさい。あなたがた

は地方法院に引き渡され、会堂で

打ちたたかれる。また、わたしの

ために総督や王の前に立たされ

て、証しをすることになる。

13:10 しかし、まず、福音があら

ゆる民に宣べ伝えられねばならな

い。

13:11 引き渡され、連れて行かれ

るとき、何を言おうかと取り越し

苦労をしてはならない。そのとき

には、教えられることを話せばよ

い。実は、話すのはあなたがたで

はなく、聖霊なのだ。

13:12 兄弟は兄弟を、父は子を死

に追いやり、子は親に反抗して殺

すだろう。

13:13 また、わたしの名のために、

あなたがたはすべての人に憎まれ

る。しかし、最後まで耐え忍ぶ者

は救われる。」
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13:5 oJ de; !Ihsou'" h[rxato levgein

aujtoi '", Blevpete mhv ti" uJma'"

planhvsh/:

13:6 polloi; ejleuvsontai ejpi; tw' /

ojnovmativ mou levgonte" o{ti !Egwv eijmi,

kai; pollou;" planhvsousin.

13:7 o{tan de; ajkouvshte polevmou" kai;

ajkoa;" polevmwn, mh; qroei'sqe: dei'

genevsqai, ajll! ou[pw to; tevlo".

13:8 ejgerqhvsetai ga;r e[qno" ejp!

e[qno" kai; basileiva ejpi; basileivan,

e [sontai seismoi ; kata; to vpou",

e[sontai limoiv: ajrch; wjdivnwn tau'ta. ;

13:9 blevpete de; uJmei'" eJautouv":

paradwvsousin uJma'" eij" sunevdria kai;

eij" sunagwga;" darhvsesqe kai; ejpi;

hJgemovnwn kai; basilevwn staqhvsesqe

e{neken ejmou' eij" martuvrion aujtoi'".

13:10 kai; eij" pavnta ta; e[qnh prw'ton

dei' khrucqh'nai to; eujaggevlion.

13:11 kai ; o {tan a [gwsin u Jma '"

paradidovnte", mh; promerimna'te tiv

lalhvshte, ajll! o} eja;n doqh'/ uJmi'n ejn

ejkeivnh/ th'/ w{ra/ tou'to lalei'te: ouj gavr

ejste uJmei'" oiJ lalou'nte" ajlla; to;

pneu'ma to; a{gion.

13:12 kai ; paradwvsei a jdelfo ;"

ajdelfo;n eij" qavnaton kai; path;r

tevknon, kai; ejpanasthvsontai tevkna

ejpi; gonei'" kai; qanatwvsousin aujtouv":

13:13 kai; e[sesqe misouvmenoi uJpo;

pavntwn dia; to; o[nomav mou. oJ de;

u J pome i v na" e i j " te v l o" ou | to"

swqhvsetai.


